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 今回も、一人のご婦人の相談から

活動を開始しました。 
 行政は、県民のために何ができる

かを考え、実行するサービス業であ

る。と私は考えています。 

 
今
回
、
新
開 

昌
彦
県
議
は
、
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
鉛
弾
の
蓄
積
で
環
境
被
害
が
懸
念
さ
れ
る

福
岡
県
立
総
合
射
撃
場
の
土
壌
調
査
を
独
自
で
実
施
【
写
真
】
。
質
問
で
は
、
県
教
育
委
員
会
と
知
事
の

①
県
民
に
対
す
る
姿
勢
、
②
環
境
に
対
す
る
認
識
、
③
柚
須
原
地
区
の
住
民
の
要
望
に
つ
い
て
④
今
後
の

射
撃
場
の
処
理
に
つ
い
て
具
体
的
に
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。 

 県立総合射撃場内で、土壌のサンプルを採る新開 昌彦県議 
調査には、藤崎充子、二宮眞盛県議、古瀬富美子筑紫野市議が参加。 

本

会

議

場

に

鉛

弾

を 

持

ち

込

み

質

問 

 

新
開
県
議
は
、
射
撃
場
の
環
境
被
害
に

つ
い
て
地
域
住
民
か
ら
相
談
を
受
け
、
筑

紫
野
市
の
森
田
、
古
瀬
両
市
議
ら
と
と
も

に
県
教
委
に
対
応
を
尋
ね
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
西
日
本
新
聞
の
取
材
で
、

県
教
委
は
、
住
民
に
報
告
し
た
水
質
検
査

の
数
値
を
「
改
ざ
ん
」
し
、
水
産
林
務
部

の
調
査
で
通
常
の
八
百
倍
も
の
鉛
の
検

査
値
が
出
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の

引
継
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
発
覚
。 

 

新
開
県
議
は
、
今
回
の
問
題
の
本
質

は
、
鉛
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い
「
無
知

の
罪
」
、
住
民
よ
り
も
組
織
を
重
視
し
た

「
主
客
転
倒
の
罪
」
と
し
て
、
知
事
と
光 

安
教
育
長
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

射
撃
場
内
の
鉛
弾
の
蓄
積
量
は
、
概
算
で
百

八
十
三
㌧
。
九
月
二
十
六
日
、
新
開
県
議
は
、

確
か
な
数
値
を
得
る
た
め
に
九
大
の
地
球
資
源

シ
ス
テ
ム
工
学
の
森
祐
行
教
授
を
訪
ね
、
分
析

方
法
を
教
わ
り
現
地
で
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
採
取

し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、
森
教
授
の
研
究
室

で
サ
ン
プ
ル
か
ら
鉛
弾
を
検
出
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
射
撃
地
か
ら
百
五
十
㍍
離
れ
た
と
こ
ろ

で
さ
え
自
然
界
の
三
千
八
百
倍
の
鉛
が
埋
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

十
月
二
日
、
そ
の
土
壌
と
鉛
、
分
析
結
果
を

議
場
に
持
込
み
今
後
の
対
応
を
追
及
。 

 

県
教
委
は
、
住
民
の
健
康
対
策
、
水
質
検
査
、 

米
の
検
査
を
既
に

実
行
し
、
土
壌
検
査

に
つ
い
て
は
、
早
急

に
対
応
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。 

 

知
事
は
、
今
回
の

よ
う
な
不
明
朗
な

環
境
対
策
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
環

境
行
政
の
庁
内
シ

ス
テ
ム
の
改
革
を

行
う
よ
う
答
弁
し

ま
し
た
。 

 

今
後
も
対
応
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
参

り
ま
す
。 



ＳＨＩＮＫＡＩ ＮＥＷＳ  曙 Vol.７ 平成 12 年１０月８日 

筑紫野の射撃場 

 

福
岡
県
立
総
合
射
撃
場(

筑
紫
野
市)

で
環
境
基
準
値
を
上
回
る
鉛
が
検
出
さ

れ
た
問
題
で
、
同
県
議
会
会
派
「
公
明
党
・
新
風
」
の
新
開
昌
彦
氏
は
二
日
の

県
議
会
一
般
質
問
で
、
会
派
が
独
自
に
調
査
し
た
結
果
と
し
て
、
射
撃
場
内
の

深
さ
五
㌢
の
土
の
中
か
ら
自
然
界
の
三
千
八
百
倍
の
鉛
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。 

 

新
開
氏
に
よ
る
と
、
九
大

大
学
院
工
学
研
究
院
・
資
源

処
理
工
学
研
究
室
の
森
祐

行
教
授
か
ら
事
前
指
導
を

受
け
、
九
月
二
十
六
日
に
場 

内
の
土
壌
を
採
取
。
同
研
究

室
で
分
析
し
た
結
果
、
射
撃

地
点
か
ら
約
百
五
十
㍍
離

れ
た
地
点
で
、
土
一
㌔
当
た

り
約
五
十
㌘
の
鉛
が
含
ま 

れ
て
い
た
と
い
う
。 

 

新
開
氏
は
自
然
界
の
平

均
鉛
含
有
量
は
同
十
三
㍉

㌘
と
し
て
、
大
量
の
鉛
が
土

壌
に
溶
け
だ
し
た
場
合
の 

周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
指

摘
、
県
側
に
早
急
な
汚
染
防

止
対
策
の
実
施
を
求
め
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
射
撃
場
を

管
理
す
る
県
教
委
の
光
安

常
喜
教
育
長
は
、
同
デ
ー
タ

の
評
価
に
は
直
接
言
及
せ

ず
「
鉛
は
長
期
的
に
摂
取
し

た
場
合
、
消
化
器
障
害
な
ど

人
体
に
影
響
が
あ
る
」
と
し

て
、
早
急
に
土
壌
検
査
を
行

う
考
え
を
示
し
た
。 

 

同
射
撃
場
で
は
、
昨
年
二

月
の
同
県
の
調
査
で
、
自
然

界
の
八
百
～
五
百
倍
の
鉛

を
検
出
し
て
い
る
。 
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独
自
に
鉛
調
査 

県
の
対
応
追
及 

射
撃
場
問
題
で 

新

開

県

議 

 

筑
紫
野
市
の
県
立
総
合
射

撃
場
内
に
大
量
の
鉛
が
蓄
積

し
て
い
る
問
題
に
関
し
、
新

開
昌
彦
県
議(

公
明
党
・
新
風)

は
、
２
日
の
県
議
会
一
般
質 

問
で
、
射
撃
地
点
か
ら
約
１

５
０
㍍
離
れ
た
敷
地
内
の
た

め
池
周
辺
の
土
壌
に
つ
い
て

「
土
全
体
の
５
％
近
く
が
鉛

弾
で
占
め
ら
れ
て
い
た
」
と

の
独
自
調
査
の
結
果
を
公

表
、
県
の
今
後
の
対
応
を
追

及
し
た
。 

 

調
査
は
、
先
月
２
６
日
、

九
州
大
学
院
工
学
研
究
院
地

球
資
源
シ
ス
テ
ム
工
学
部
門

の
森
祐
行
教
授
ら
の
協
力
を 

得
て
実
施
。 

た
め
池
の
そ
ば
の
１
平
方
㍍

の
地
点
か
ら
、
地
表
▽
深
さ

０
～
５
㌢
▽
同
５
～
１
０
㌢

の
土
壌
や
草
を
採
取
、
分
析

し
た
。
う
ち
０
～
５
㌢
の
土

壌
で
は
、
土
壌
全
体
の
４
．

８
９
％
が
鉛
弾
だ
っ
た
と
い

い
、
森
教
授
は
「
射
撃
場
は

鉛
の
鉱
脈
み
た
い
な
も
の

だ
」
と
言
っ
て
い
る
。 

 

新
開
県
議
は
、「
自
然
界 
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二
日
の
福
岡
県
議
会
で
一
般
質
問
に

立
っ
た
公
明
党
の
新
開 

昌
彦
議
員
は
、

県
立
総
合
射
撃
場
の
鉛
の
問
題
を
質

問
。
自
ら
の
現
地
調
査
、
専
門
家
に
依

頼
し
た
同
射
撃
場
の
土
壌
の
分
析
を
示

し
、
「
市
民
の
生
命
に
関
わ
る
重
大
問

題
。
鉛
が
人
体
に
ど
の
よ
う
な
害
を
及

ぼ
す
か
を
知
ら
な
い
、
無
責
任
な
体
質

の
あ
ら
わ
れ
」
と
県
教
委
の
対
応
を
厳

し
く
追
及
し
、
「
射
撃
場
を
一
時
休
業

し
抜
本
対
策
を
練
る
べ
き
だ
」
と
迫
っ

た
。
光
安
常
喜
教
育
長
は
、
「
抜
本
的

に
、
こ
の
施
設
を
検
討
し
て
い
く
」
と

答
え
た
。
同
射
撃
場
内
の
土
壌
か
ら
自

然
界
の
八
百
倍
に
も
あ
た
る
鉛
が
検
出

さ
れ
た
の
は
、
昨
年
二
月
、
と
こ
ろ
が

県
教
委
は
、
昨
年
九
月
、
定
期
水
質
検

査
で
環
境
基
準
値(

一
㍑
中
０
．
０
一
㍉

㌘)

の
四
倍
も
の
鉛
を
検
出
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
値
以
下
の
数

値
に
す
り
替
え
て
地
元
住
民
に
報
告
し

て
い
た
。 

 

事
態
を
重
く
見
た
新
開
県
議
は
、
先

月
二
十
六
日
、
現
地
を
調
査
し
、
採
取

し
た
土
壌
分
析
を
九
州
大
学
の
森
祐
行

教
授
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
換
算
し
て

約
一
㌔
㌘
の
土
壌
の
中
か
ら
五
十
㌘
の

鉛
が
検
出
さ
れ
た
。 

の
土
壌
に
含
ま
れ
る
３
８
４

６
倍
の
鉛
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
た
め
池
は
農
業
用
水
で

あ
り
、
鉛
が
溶
出
し
た
ら
問

題
だ
」
と
強
調
し
、
周
辺
住

民
の
健
康
対
策
や
、
射
撃
場

休
業
の
必
要
性
な
ど
を
た
だ

し
た
。
し
か
し
県
側
は
、「
今

後
抜
本
対
策
を
す
る
際
、
必

要
に
応
じ
て
臨
時
休
業
を
検

討
す
る
」
な
ど
と
答
え
る
に

と
ど
め
た
。 


